
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
➢ 微粒子＆スラリー調整および評価を中心に電池製造技術を紹介！ 

➢ 各研究分野の専門家が基礎的な理論および総論を解説！ 

➢ 各論編では「粉体」「正極」「負極」「バインダ」「スラリー」「導電助剤」 

「セパレータ」「分析」「全固体電池」の分類で最新事例を紹介！ 
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刊行にあたって 
リチウムイオン電池の利用分野は、スマートフォンやタブレット端末などの携帯機器用電源から、近年では用途が多様化し、特に電気自動車やプラグイン

ハイブリッド自動車などの車載用電源へと利用分野を拡大させている。2018年におけるリチウムイオン電池の世界市場は、携帯機器用途が約 1.1兆円（約
40 GWh）、電気自動車等用途が約1.6兆円（約60 GWh）と見込まれており、今後もさらなる市場の拡大が期待されている。なかでも、車載用途では、排ガス
や二酸化炭素の削減の環境規制に対応するために世界中で電気自動車の商品化が活発に進められることから、2025年頃には200～250 GWhとなり、3兆円を
超える巨大な基盤産業に成長すると予測されている。 
この背景には、自動車を取り巻く世界情勢が各国の厳しい環境規制に対応するために、これまでガソリン自動車を中心とする市場からクリーン自動車に移

行をせざるを得なくなってきたことが挙げられる。近年の電池技術の目覚ましい進歩により、自動車の駆動システムは、「エンジン」から、「モーター + 電
池」へと確実に移行しつつあるが、本格的な電気自動車の普及はこれからである。 
リチウムイオン電池は、正極、負極、セパレータ、電解液などによって構成されている。この電池は、正極と負極の材料によって電位等が異なり、また多

様な電解液とセパレータが存在する。電極のみに着眼しても、活物質、バインダ、導電助剤、集電体など組み合わせは膨大な数で、また、各々に適した電極
製造技術がある。活物質と電極の製造プロセスは、粉砕、分球、造粒、焼成、表面修飾、混合、流体輸送、塗工、乾燥、調圧などの多様な粉体技術の集合体
であり、これらの粉体特性によって電池性能が大きく変動する。このように、リチウムイオン電池は、電池設計の自由度が大きく、今後も材料と電池特性を
把握して、製造プロセスの最適化と用途に応じた電池の使い分けが重要になってくる。 
電池は電気容量が大きくなるほど、熱暴走を起こすリスクが高まり、また使用する電流値が大きくなるほど発熱する傾向にある。特に自動車用の電池で

は、電池の安全性確保の未熟さがクリーン自動車の本格的な普及を遅らせることに繋がる。このため、電池の高性能化と低コスト化だけでなく、安全性や信
頼性を確保しようとする意識が、日本や韓国、中国、台湾といったアジア圏だけでなく、米国や欧州でも加わって高まっている。 
電池の高性能化と高い安全性の両立には、電池技術、材料技術、粉体技術などが厳格に混成連携する必要があり、多面的に考える必要がある。本書が、電

池関連産業の発展の一助となれば望外の幸である。 
ATTACCATO合同会社 代表 向井 孝志 
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4 黒鉛／Si系混合負極の特性について 
 4.1 電極作製  
 4.2 電極評価 
（1）ハーフセル評価 （2）フルセル評価 
5 おわりに 
参考文献 
 
第5章 スラリー 
第1節 高速分散装置の特長及びハイニッケ
ル系活物質の水系スラリー化技術について 

浅見圭一 
1 はじめに 
2 高速分散装置「ジェットペースタ」 
3 キャビテーションを利用した新発想の分散
装置 
4 高速分散装置「ジェットペースタ」の優位
性 
5 正極活物質の水系スラリーへの適用 
 5.1 リン酸鉄リチウムの場合 
 5.2 高容量ハイニッケル活物質の水系スラリ
ー化 
 5.3 炭酸ガスの優位性 
 5.4 NCAの場合 
（1）電極スラリーおよび電極の作製 
（2）電極特性 
6 高速分散装置「ジェットペースタ」のシリ
ーズ 
参考文献 
 
第2節 電極スラリー製造装置の温故知新 
 宗岡一平，大槻充彦，小田真
也，向井孝志，池内勇太，柳田昌宏 
1 はじめに 
2 電極スラリー製造装置の歴史 
3 無媒体薄膜型分散機「ゼロミル」の開発 
 3.1 ゼロミルでの処理の有無による効果 
 3.2 LiFePO4正極スラリーの混合条件と電極
特性 
4 おわりに 
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第6章 導電助剤 
カーボンブラック導電材の物性および製品形
態がリチウムイオン二次電池特性に 
与える影響 有満 望，山口東吾 
1 はじめに 
2 CBとは 
3 CB導電材の選定 
4 実験 
 4.1 一次粒子径の異なるCBでの評価 
（1）実験方法 （2）結果と考察  
 4.2 形態の異なるCBでの検討 
（1）実験方法 （2）結果と考察 
 4.3 その他 
5 まとめ 
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第7章 セパレータ 
化学修飾セルロースナノファイバーを用いた
セパレータと耐熱塗工液 

石黒 亮，中村 諭 
1 はじめに 
2 CeNF複合セパレータの製造方法 
 2.1 セルロース原料の化学修飾処理方法 

 2.2 CeNF分散液の製造方法 
3 SA化CeNFと樹脂を複合化したセパレー
タへの適用 
 3.1 装置構成および実験条件 
 3.2 セパレータ評価方法 
 3.3 セパレータ評価結果 
4 SA化CeNFの耐熱塗工液への適用 
5 おわりに 
参考文献 
 
第8章 分析 
第1節 コンフォーカル光学系を用いたリ
チウムイオン二次電池のオペランド観察 

西村良浩，秋元侑也 
1 はじめに 
2 電気化学可視化コンフォーカルシステム
（ECCS B320） 
 2.1 カラー・コンフォーカル光学系 
 2.2 断面観察手法 
3 オペランド観察の事例 
 3.1 金属リチウムの析出 
 3.2 Si負極の膨張収縮 
 3.3 黒鉛負極の反応分布 
 3.4 全固体電池への適用 
 3.5 巻回型電池への適用 
4 まとめ 
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第2節 分光技術を用いたリチウムイオン
電池の解析評価   廣瀬 潤，保田芳輝 
1 はじめに 
2 リチウムイオン電池製造プロセスにおけ
る分析評価 
 2.1 リチウムイオン電池製造プロセスにお
ける課題 
 2.2 ラマン分光によるスラリー分散性評価 
 2.3 高濃度状態のスラリー粒度分布評価 
 2.4 近赤外吸収分光によるNMP・電解液中
の水分計測 
（1）NMP中の水分計測  
（2）電解液中の水分計測 
 2.5 三次元蛍光分光による電解液状態評価 
3 まとめ 
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第3節 電極合剤の分散性および濃厚系ス
ラリーの状態評価  木村 宏，今西克也 
1 はじめに 
2 合剤の分散状態が信頼性に及ぼす影響 
3 電極断面における合剤分散性評価技術 
 3.1 正極合剤の分散性評価 
 3.2 負極合剤の分散性評価 
 3.3 電極活物質の導電評価 
4 濃厚系スラリーの分散性・界面特性評価 
5 おわりに 
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第9章 全固体電池 
第1節 水素化物固体電解質を用いた電池
製造方法と電池特性  

山下直人，向井孝志，柳田昌宏 
1 はじめに 
2 水素化物系固体電解質 
3 錯体水素化物固体電解質を用いた全固体
電池 
 3.1 固体電解質溶液を用いた従来電極への
固体電解質層の形成（溶液含浸法） 
 3.2 ゴム系硫黄/3LiBH4-LiI/SiO全固体電
池の充放電特性 
 3.3 積層型電池の作製 
4 まとめ 
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第2節 バルク型全固体電池の構築に向け
た高リチウムイオン伝導性硫化物固体電解
質の開発と機械的特性評価 
加藤敦隆，作田 敦，林 晃敏，辰巳砂昌弘 

1 はじめに 
2 高リチウムイオン伝導性硫化物固体電解
質の開発 
 2.1 結晶性電解質 
 2.2 ガラスおよびガラスセラミックス電解
質 
3 硫化物固体電解質の機械的特性評価 
 3.1 弾性率  3.2 成形性 
4 おわりに 
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